
福祉型障害児入所施設 熊本ライトハウス 

2022年度 事業計画 
 

 

１ 施設の基本理念 

  ～「隣人を自分のように愛しなさい」～ 

  『伝える愛 伝わる愛』 

キリスト教の「隣人愛」の精神に基づき、子どもの基本的人権が尊重され、そ

の自己実現が図られるよう、その人らしく喜びを持ち社会の一員として生活で

きるよう支援する。また、様々なツールを用いて情報発信を行い、運営の透明

性を高める 

 

２ 2021 年度の主な取り組み 

(1)新型コロナウイルス感染症対策 

①リスクレベルに合わせた対策会議を開き、課題検討、情報発信に努めた 

②衛生用品の備蓄確認、感染を想定した内部研修の実施 

③児童の検温の記録、消毒の徹底を行った 

④PCR検査、ワクチン接種による感染防止対策の実施 

⑤コロナ陽性者、濃厚接触者発生時の対応を行う 

 

(2)子供中心の支援の展開 

①児童への生活環境、悩みなどをテーマとしたアンケートの実施 

②児童によるホーム会議の実施 

 

(3)組織力の向上、健全な職員チームの育成 

①職場環境をよくするための「よりよくする会」を不定期で行った 

②養護協議会研修や外部研修への参加を行い、自己研鑽を行った 

③男子棟、女子棟の支援検討を行った 

 

(4)施設設備の整備 

①施設内に記録用カメラ設置をした 

 

(5)防火、避難訓練の実施 

①月１回の避難訓練を行った 

 

(6)労務管理 

①4連休取得の奨励 



②適正労働時間管理の徹底 

 

(7)地域社会への貢献 

①ふれあいランチの実施（コロナのため休止期間あり） 

 ②さんさん利用による食育活動を月１回のペースで行った 

③スポーツ大会に参加して養護児童との交流を行った 

 

３ 2022年度の取り組み方針  

(1)取り組み方針 

①職員の主体性を育む職場環境と、個々の能力のスキルアップ、管理者育成に 

による織構造のインフラ整備 

②児童のニーズに合った支援活動、性教育等が出来る教育環境の整備 

③将来を見据えた盤石な経営基盤の構築 

④地域共生社会の実現、法人内他施設、地域との積極的交流 

⑤働き方改革の実施 

 

(2)重点目標    

①組織力を高め、健全な職員チームを育成する 

ア）職員の連携・チーム力の強化 

イ）働きやすい職場環境の整備 

ウ）法人内施設との連携 

エ）リーダー格の人材育成 

オ）就業規則等施設内規則の把握 

カ）感染症や災害時の BCP対策の強化 

 

②児童中心の支援を展開、性教育等教育環境の整備 

ア）児童の特性や興味に合わせた個別指導の展開 

イ）職員の研修受講、情報交換等による自己研鑽 

ウ）リスクマネジメント機能の強化 

エ）障害者虐待防止、身体拘束等の適正化の推進 

 

③障害福祉サービスの動向に鑑み、持続的な経営の安定を図る 

ア）業務効率化のための ICT活用について学ぶ 

イ）財務基盤を充実させる 

ウ）コロナ感染症への対応の継続 

 

④地域福祉の充実のために地域社会に貢献する 

ア）日常的な地域との交流の促進 



イ）子ども会との交流の継続 

ウ）ボランティア活動への積極的参加 

 

⑤ 働き方の根本的な見直し、検討 

ア）効率的な働き方、支援を検討 

 

４ 2022 年度の具体的な取り組み 

(1)職場環境の健全化 

①職員の能力、役割に応じた研修の実施。サポートカレッジの利用推進 

②育児、看護、介護等に係る休暇取得の促進 

③適正労働時間の管理に努めるため、年 2回確認を行う 

④連休の取得率を 100％とする 

⑤併設施設との相互研修を行う 

 

(2)法人内でのルール統一へ向けた情報交換を行う 

①法人で行われる会議、研修への積極的参加 

 

(3)個々の職責レベルの確認 

①個々の職員がそれぞれのレベルを確認、認識し、それによる施設長面接を年 2 

回行う 

 

(4)就業規則等諸規則を全職員が理解する 

①就業規則等諸規則の読み合わせ研修会を実施する 

 

(5)利用者中心の支援を行う 

①児童への手指消毒・マスク装着の協力を求める 

②接触器具の消毒徹底・こまめなバイタルチェック・児童の体調変化時の報 

告 

③ホーム会議、アンケートを実施し、共感する姿勢を持ち・特性を理解した 

関わり 

④ADLに合わせた個別支援を行う 

⑤児者地域交流ホール「さんさん」の定期的な活用と法人内施設利用者との 

交流 

⑥法人内施設との情報交換・内部研修等の実施 

⑦ヒヤリハット、インシデント報告の徹底 

 

(6)財務内容の周知 

①職員会議等での内容説明 



②ICT化の更なる推進 

 

(7)地域社会への貢献 

①施設長の町内会、学校関係などの地域会合への参加 

②ホームページによる情報発信 


